
湖西市都市計画マスタープラン

全体構想改定素案
説明資料

１．都市づくりの課題
２．全体構想（案）
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第１章２
湖西市の都市づくりの課題
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２．湖西市の都市づくりの課題

①少子高齢化・世帯数減少社会の到来を踏まえた安全・安心・快適
なまちづくり

②アフターコロナの暮らし方・働き方の多様化を許容するまちづくり

③激甚化・頻発化する自然災害に備えるまちづくり

④環境と調和・共生するまちづくり

⑤地域のストックや資源を最大限活用した産業の活性化

⑥健全で適正な都市経営を実現するまちづくり
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①少子高齢化・世帯数減少社会の到来を踏まえた安全・安心・快適な
まちづくり
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○子育て世代や高齢者にも
暮らしやすいまち

○低密度な市街地の拡大、空
き地・空き家の増加への対応
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図．湖西市の年齢層別人口割合の実績と将来推計（国勢調査、社人研）

高齢化の進行

図．人口及び世帯数の増減予測（国勢調査、社人研）
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①少子高齢化・世帯数減少社会の到来を踏まえた安全・安心・快適な
まちづくり
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○既存集落における
コミュニティの維持

○利便性の高い地域公共交通
の維持

図．人口及び世帯数の増減予測（国勢調査、社人研）

人口・世帯数の
減少傾向は、
市街化調整区域
の集落において
顕著
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図．休日の遊びや外出の際の主な移動手段（R4アンケート調査）

自動車を利用した交通が多い
（電車、バス利用者が少ない）



②アフターコロナの暮らし方・働き方の多様化を許容するまちづくり
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○ライフスタイルの多様化への
対応

○デジタル化の進展への対応

図． ネットショッピング等での衣類等購入状況（R4アンケート調査）

コロナ禍、感染防止拡大のためもあり、
オンラインコミュニケーションの利活用
が急速に進んだ

図．テレワーク推進人材養成講座の例（静岡県ホームページ）
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○レジリエントなまちづくり

万一発生した際に被るリスクをあらかじめ
予測し、有事に備えたまちづくりを進めて
おくことが必要

③激甚化・頻発化する自然災害に備えるまちづくり
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○津波被害への備え ○河川氾濫等への備え

図．津波浸水想定区域図（湖西市津波防災地域づくり推進協議会資料）

沿岸部の広い範囲で津波による浸水想
定区域となっている

令和５年６月２日の大雨で市内でも被災



④環境と調和・共生するまちづくり
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○豊かな自然環境との調和・
共生

○カーボンニュートラルの実現

図．湖西連峰（第2次湖西市観光振興計画）

自然環境と調和・共生するまちづくりを
進めるとともに、地域の良好な景観を維
持するためのルールづくりが必要

図．温室効果ガス削減に関する取組み（第3次湖西市環境基本計画）

「第3次湖西市環境基本計画」において、
二酸化炭素排出量『実質ゼロ』を検討して
いくとしている

図．再エネの地域トラブルの
要因や懸念
（藤井康平、⼭下英俊（2021）
「地域における再⽣可能エネ
ルギー利⽤の実態と課題－
第3回全国市区町村アンケー
トの結果から－」⼀橋経済学
第12巻第1号）



○市内の農林水産業と工業と
の新たな連携による６次産業
化

本市に集積する工業との連携による新た
な商品開発に寄与する６次産業化を推進
することが必要

④地域のストックや資源を最大限活用した産業の活性化
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○浜名湖、東海道の歴史等資
源の活用

○市内のモノづくり企業の集積
を活かした産業の活性化

そのためには、本市が有する多様な地
域資源の魅力と個性を高めていくまち
づくりが必要

工 業 団 地
造成、道路
等インフラ
の整備・充
実が必要

図．新居関所（第2次湖西市観光振興計画）

図．「ハマイチ」浜名
湖一周サイクリング（
ハマイチWEB ホーム
ページ）



⑤健全で適正な都市経営を実現するまちづくり
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○民間資金の活用 ○多様な主体との共創

図．湖西市環境センター（荏原環境プラント株式会社ホームページ）

限りある財源を効果的に活用するととも
に、民間の投資を促しながら、健全で適
正な都市経営を実現するためのまちづ
くりが必要

図．まちづくり活動団体の例（NPO法人新居まちネットホームページ）

市民、まちづくり活動団体、事業者、行政
など多様な主体が、より一層連携して取
り組むことが必要

図．新居弁天公園の整備・管理
運営基本協定締結式の様子
（湖西市ホームページ）



（１） 全体構想の体系
（２） 全体構想

第２章 全体構想（案）
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（１） 全体構想の体系

○全体構想は、まちづくりの根幹的な考え方
から具体的な考え方に深堀りする構成
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（２） 全体構想

１．都市づくりの基本理念

①「職住近接」による持続可能な
集約・連携型都市の構築

●市街地における良好なくらし環
境の創出

●郊外の地域活力を維持するくら
し環境の創出

●多様な主体との共創によるまち
づくり

②集積する産業の連携により新
たな価値と活力を創造する都
市の構築
●既存産業の維持・活性化

●新たな価値を創造する産業の創出

●農林漁業と連携した新たな産業の
創出 13

③災害の最小化と迅速な復興に
よる安心して暮らせる都市の構
築
●あらゆる自然災害に備えた安全
で安心なくらし環境の創出

●大規模災害に備えた事前復興
の準備

③豊かな自然や歴史などの地域
資源を活用した都市の構築

●豊かな自然資源の保全・活用

●歴史資源の保全・活用

「防災」に関する
項目を独立



（案１）
産業集積を活かした職住近接と、災害レジリエンスによって
持続可能な豊かな自然と歴史が育んだ都市 湖西
（案２）
職住近接と災害レジリエンスによって持続可能な発展を目指す
自然と歴史が育んだ産業活力都市

２．将来都市像

誰もが湖西市に住みたい・住み続けたいと思える
ような、持続可能な発展ができる都市の形成を目
指す。 14

湖西市の将来都市像

課題を踏まえ
見直し



 現状：地域の大切な公共交通の維持・確保が厳しい状況 

市街地の拡散・人口減少 

公共交通事業 
者の経営悪化 

公共交通の 
利用者の減少 

公共交通サービス 
水準の低下 

いずれのバス路線も 
低頻度の運行回数 

マイカーが主要な移動手段 

拠点エリア 

 

公共交通空白地域 

負のスパイラル 

中心駅 
 

拡散した市街地 

これからの姿：利便性の高い公共交通で結ばれたコンパクトなまち 

公共交通沿線に居住を誘導 

 

持続安定的な 
公共交通事業の確立 

コンパクトシティ＋ネットワーク 

 

拠点エリアへの 
医療、福祉等の 
都市機能の誘導 

都市の持続可能性 
が確保 

拠点間を結ぶ 
交通サービスを充実 

拠点エリアにおける循環型の 
公共交通ネットワークの形成 

コミュニティバス等による 
フィーダー（支線）輸送 

乗換拠点の 
整備 

デマンド型 
乗合タクシー等の導入 

公共交通沿線へ 
の居住の誘導 

歩行空間や自転車 
利用環境の整備 

コンパクト化に向けた取組 

ネットワーク強化に向けた取組 

 

連携 好循環を実現 

転
換 

３．将来都市構造

これまでのイメージ
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これからのイメージ

イメージ図を
見直し



図．将来都市構造図
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ＩＣ周辺を新たに
新産業拠点に追加

バッテリーロード周辺へ
新産業拠点を拡大



４．分野別都市づくり方針

４－１ 土地利用の基本方針

（１）市街化区域の土地利用の基本方針

（２）市街化調整区域の土地利用の基本方針

４－２ 都市施設整備の基本方針

（１）都市交通体系の整備方針

（２）公園の整備方針

（３）その他都市施設の整備方針

４－３ 都市環境の基本方針

（１）緑地環境の保全・創出

（２）良好な景観の保全・形成

（３）環境負荷の軽減
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４－４ 都市防災の基本方針

（１）自然災害に備えた環境（地震津波対策・治水対策）

（２）事前復興計画の策定

「防災」に関する
方針を新設
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４－１ 土地利用の基本方針（基本的な考え方）

市街化区域では
・用途地域等の適切な運用

・地区計画制度の活用推進

・未利用地の優先活用

・土地区画整理事業や民間の宅
地開発事業の活用

・住宅や商業施設の新たな供給
では空き地・空き家の活用

市街化調整区域では
・住環境や農業、自然環境の保全

・大規模既存集落における定住化
促進
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凡例

市街化区域

指定大規模集落区域

既存集落の定住化を強化

空き地・空き家の活用



図．土地利用の基本方針図
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ＩＣ周辺を新たに
新産業拠点に追加

バッテリー
ロード周辺へ
新産業拠点
を拡大



４－２ 都市施設整備の基本方針（基本的な考え方）

都市施設全般として
・施設の整備や維持管理は優先度
の高いものから順次推進

都市交通体系
・道路種別に応じた機能確保のた
めの整備、維持管理

・浜松湖西豊橋道路インターチェン
ジへのアクセス道路の整備

・鉄道駅等の交通結節点の機能と
利便性の向上

・コミュニティバスなどによる、市民
の日常的な移動の足を確保

公園、その他施設
・日常的な憩い、交流の場となる生
活に身近な公園の整備、維持管
理

・下水道や斎場、ごみ焼却場などの
供給処理施設の整備、維持管理

・既存施設の民間活力導入による
再整備と魅力向上
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ＩＣへのアクセス道路

民間活力の導入



図．都市施設整備の基本方針図
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緑地環境の保全・創出
・湖西連峰や浜名湖岸、遠州灘
海岸の緑地の保全

・社会資本整備にあわせた新た
な緑の創出

良好な景観の保全・形成
・湖西ならではの自然、歴史景
観の保全と、これに調和した
街並み景観の形成

・都市の拠点や既存集落地の
魅力的な景観の形成

環境負荷の軽減
・都市の低炭素化（二酸化炭素
等の温室効果ガス削減）

・再生可能エネルギー（太陽光、
風力など）の利用促進

４－３ 都市環境の基本方針（基本的な考え方）
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「自然災害への備え」
が４－４に独立するに

伴い削除



図．都市環境の基本方針図
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自然災害への備え
・総合治水対策、大規模地震
対策の推進

・地震、津波に対しては「建築
物の耐震化促進」＋「面的な
防御体制の確立」

・浜松湖西豊橋道路を活かした
新たな緊急輸送道路網の構
築

事前都市復興計画策定
・大規模自然災害が発生した
際、迅速な復興を果たすため、
事前都市復興計画の策定を
検討

・復興で目指す市街地像の方
針を住民合意のもとで予め検
討しておくとともに、都市の課
題を解決するための方策につ
いても検討

４－４ 都市防災の基本方針（基本的な考え方）
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新設

上位計画（都市計画区域
マスタープラン）に合わせて追加

遠州灘沿いの国道１号等の道路は
津波災害のリスクを有するため

代替性を確保



図．都市防災の基本方針図
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